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構
想
に
基
づ
き

台
湾
の
爆
発
事
故
で
の

重
度
熟
傷
者
へ
の

　
緊
急
医
療
支
援
を
実
施

Ａ
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弥
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竺
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次
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義
援
金
等
の
支
援
も
頂
い
て

お
り
、
関
係
者
と
相
談
し
て

派
遣
を
決
め
た
。
ア
メ
リ
カ

も
医
療
チ
ー
ー
ム
を
派
遣
す
る

予
定
と
い
う
話
も
あ
り
、
災

害
支
援
に
お
い
て
は
、
一
度

に
行
っ
て
逆
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
旦

一
回
】
　
I
)
o
c
t
o
r
s

o
f
　
引
き
揚
げ
て
、
今
後
は
、
い

　
石
井
正
三
常
任
理
事
は
、

６
月
2
7
日
に
台
清
新
北
市
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
八
仙
海
岸

八
仙
水
上
楽
園
」
で
発
生
し

た
粉
塵
爆
発
事
故
に
よ
る
多

数
の
熱
傷
患
者
の
治
療
に
際

し
、
台
湾
医
師
会
及
び
台
湾

路
竹
会
（
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
）
か
ら
の
緊

急
医
療
支
援
の
要
請
を
受

け
、
西
本
医
師
会
『
３
学

会
合
同
熱
傷
診
療
支
援
医
師

団
』
」
を
派
遣
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
経
緯
等

を
説
明
し
た
。

　
日
医
で
は
、
Ｉ
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

八

Ｊ
芯
召
町
一
（
）
目
】
旨
｀
）
目

M
e
d
i
c
a
l
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

l
e
a
巴
構
想
に
基
づ
い
て
。

「
災
害
時
の
医
療
・
救
護
支

援
に
お
け
る
医
師
の
派
遣
と

支
援
体
制
に
お
け
る
相
互
承

認
に
関
す
る
日
本
医
師
会
と

各
国
医
師
会
と
の
間
の
協

定
」
を
台
湾
医
師
会
と
７
月

中
に
締
結
す
る
予
定
で
作
業

を
進
め
て
い
た
が
、
今
回
の

事
故
を
受
け
、
急
速
Ａ
Ｍ
Ｄ

改
号
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ア
ム
ダ
）
の
菅
波
茂

代
表
と
氏
家
良
人
日
本
集
中

治
療
医
学
会
理
事
長
が
、
７

月
２
日
に
訪
台
し
、
現
地
状

況
を
掌
握
し
た
上
で
要
請
に

基
づ
く
派
遣
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
事
故
に
よ
る
負
傷

者
は
、
６
月
3
0
日
時
点
で
４

９
８
名
（
集
中
治
療
室
一
２

７
７
名
、
一
般
病
棟
∵
・
１
６

０
名
、
退
院
6
0
名
、
死
亡
一

１
名
）
に
上
り
、
特
に
重
症

度
の
高
い
患
者
が
多
く
、
日

本
赤
十
字
社
か
ら
台
湾
の
赤

十
字
へ
寄
贈
さ
れ
た
人
工
皮

膚
や
、
日
本
企
業
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
医
療
用
品
等
を
用
い

た
治
療
に
際
し
て
、
日
本
の

専
門
の
医
師
の
協
力
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本

集
中
治
療
医
学
会
・
日
本
救

急
医
学
会
・
日
本
熱
傷
学
会

の
３
学
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、

熱
傷
治
療
の
専
門
家
６
名
を

「
日
本
医
師
会
『
３
学
会
合

同
感
傷
診
療
支
援
医
師
団
』
」

と
し
て
、
７
月
1
2
日
（
日
）

～
1
5
日
（
水
）
の
予
定
で
派

遣
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
同
常
任
理
事
は
、
「
東
日

本
大
震
災
時
に
は
台
湾
か
ら

わ
ゆ
る
″
デ
マ
ン
ド
型
″
の

災
害
支
援
を
と
り
、
必
要
に

応
じ
、
現
地
の
関
係
者
等
の

意
向
を
う
か
が
っ
て
か
ら
追

加
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
述
べ
た
。

　
な
お
、
日
医
で
は
、
４
月

2
5
日
に
発
生
し
た
ネ
パ
ー
ル

大
地
震
の
災
害
救
援
を
目
的

と
し
た
支
損
金
募
集
を
行
っ

て
き
た
が
、
台
湾
に
対
し
て

も
そ
の
募
集
を
行
う
こ
と
に

し
た
（
下
記
参
照
）
。

　日医では、6月27日に発生した台湾における爆麺事故による重傷熱傷患者

の支援を行うため、全国の医師会及び会員の先生方に対して、緊急に支後

金の募集を開始することといたしました。頂いた支後金は重篤な重症患者

への継続的な治療、人工皮膚等の医療材料、日本からの支援医療団派遣

等の費用に使う予定です。本趣旨にご賛同頂き、ご協力のほど、お願いい

たします。

支援金受付銀行名：三井住友銀行　神田支店

　　　　　　口座番号：普通預金3140369

　　　　　　口座名：公益社団法人日本医師会

　　　　　　　　　　台湾爆発事故支援金　全国医師会口

　　　　　　※振込口座名は、「日医台湾事故支援金」と省略も可。

　　　　　　※手数料は各自ご負担願います。
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平成27年7月17日～9月30日2.受付期間
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